
時
代
を
越
え
て
、

　
　
受
け
継
が
れ
て
き
た
宝
物
―
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令和５年度

施政施政
要旨要旨

　
令
和
３
年
１
月
に
、
国
は
県
や
市
町
村

な
ど
と
連
携
し
て
「
最
上
川
中
流
・
上
流

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定

し
、
最
上
川
の
河
道
掘
削
や
堤
防
の
整
備

な
ど
大
規
模
な
流
域
治
水
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
今
後
も
国
や
県
と
連
携

し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
の
甲
子
園
野
球
大
会
で
は
、

宮
城
県
の
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
、
深
紅
の
大
優
勝
旗
が

「
白
河
の
関
」
を
越
え
、
初
め
て
東
北
の

地
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
心
と
な
っ

た
選
手
が
大
石
田
中
学
校
出
身
の
遠
藤
太

胡
さ
ん
で
す
。
全
て
の
試
合
に
出
場
し
、

強
打
俊
足
の
大
活
躍
は
町
民
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
春
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
を
、
現
在
の
「
２
類

相
当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
と
同
じ
「
５
類
」
に
引
き
下
げ
る
方
向

で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
収
集
に
努

め
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
対
策
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
課
題

を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
具
体
的
に
検
討

し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
「
心
豊
か
に

幸
せ
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

納
税
対
策
事
業

○�

ス
マ
ホ
収
納
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
納
税
環
境
の
整
備

に
努
め
、
収
納
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

○�

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
償
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
事
業
費
補
助
金
」
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
今
後
も
移
住
・
定
住
を
見
据
え
た
雪

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○�

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
向
け
住
宅
を

整
備
す
る
な
ど
、
新
た
な
移
住
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

駅
付
近
の
町
有
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
活

用
す
る
べ
く
、
住
宅
の
形
態
を
含
め
具
体

的
な
整
備
方
針
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
・
福
祉
関
係
事
業

○�

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
出
産
・

子
育
て
応
援
金
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
施
策
に
取
り
組
み
、
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
深

化
・
推
進
を
求
め
た
総
合
的
な
高
齢
者
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

伴
奏
型
相
談
支
援
や
高
齢
者
の
保
健
・
介

護
予
防
事
業
を
推
進
す
る
た
め
保
健
師
を

１
人
増
員
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
と
社
会

参
加
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

○�

コ
ロ
ナ
禍
等
の
受
診
控
え
な
ど
に
よ
り
、

基
金
残
高
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
事
業

○�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
受
け
た
資
材
・
肥
料

が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
や
県
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
高
騰
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

○�

５
年
間
で
一
度
も
水
張
り
を
し
な
い
転
作

田
へ
の
交
付
金
支
払
対
象
除
外
の
見
直
し

問
題
に
つ
い
て
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
交
付
金
支
払
い
の
継
続
に
向
け
て
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

森
林
所
有
者
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、
森

林
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
森
林
整
備
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業

○�

町
内
商
工
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
の
指

導
等
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
へ
の
補

助
金
を
増
額
し
、
商
工
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
町
の
商
工
業
の
活
性
化
を
推
進
し

ま
す
。

○�

町
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
図
り
、
町
内

は

じ

め

に

各
分
野
の
施
策
概
要

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
１５
年

目
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

を
支
援
し
ま
す
。

○�

令
和
４
年
度
に
国
の
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
新
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
助
成
事
業
」に
つ
い
て
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
商
工
業
の
活

性
化
支
援
策
と
し
て
、
町
単
独
事
業
で
実

施
し
ま
す
。

観
光
物
産
振
興
事
業

○�

東
北
中
央
自
動
車
道
東
根
～
尾
花
沢
間
や

国
道
３
４
７
号
を
活
用
し
て
、
東
北
や
関

東
圏
な
ど
の
広
域
観
光
を
推
進
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

○�

「
そ
ば
の
里
」
振
興
の
た
め
、
新
そ
ば
ま

つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ
の
支
援

を
通
じ
て
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

○�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
、
海
外

か
ら
の
旅
行
者
に
対
す
る
お
も
て
な
し
を

充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

４
年
ぶ
り
に
「
大
石
田
ま
つ
り
最
上
川
花

火
大
会
」
を
通
常
開
催
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
保
全
事
業

○�

ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
大
石
田
を
通
し
て
、

身
近
な
環
境
の
美
化
と
と
も
に
公
衆
衛
生

規
範
を
醸
成
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

○�

ご
み
収
集
日
や
分
別
の
周
知
を
徹
底
し
、

マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
ま
す
。

建
設
関
係
事
業

○�

東
北
中
央
自
動
車
道
東
根
～
尾
花
沢
間
の

更
な
る
利
便
性
向
上
の
た
め
県
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

国
道
３
４
７
号
を
災
害
時
の
代
替
路
、
物

流
拠
点
へ
の
補
完
路
と
し
て
整
備
強
化
を

図
る
よ
う
山
形
・
宮
城
両
県
に
要
望
し
ま

す
。

○�

安
全
で
安
心
な
道
路
空
間
確
保
の
た
め
、

町
道
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

○�

行
政
と
住
民
の
総
力
を
結
集
し
て
道
路
除

雪
に
あ
た
り
ま
す
。
未
整
備
地
区
の
流
雪

溝
整
備
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
ま
す
。

最
上
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

○�

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
引
き
続
き
説
明
会
等
を

開
催
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○�

短
期
間
で
多
く
の
分
野
を
集
中
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
担

当
課
に
職
員
を
増
員
す
る
な
ど
推
進
体
制

を
整
え
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

○�

消
防
機
材
等
を
更
新
整
備
し
消
防
力
の
維

持
と
向
上
に
努
め
ま
す
。

○�

免
許
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

○�

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、
交
通
安
全
意
識
の
普

及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○�

レ
イ
ン
ボ
ー
作
戦
を
継
続
し
て
今
後
も「
元

気
な
あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

教
育
文
化
振
興
事
業

○�

令
和
９
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
統
合
小

学
校
の
設
計
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

部
活
動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、

国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
中

学
校
の
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

給
食
費
の
半
額
を
助
成
し
て
、
保
護
者
の

経
済
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○�

町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
・
１
芸
術
を
継
続

し
た
柱
と
し
て
、
多
様
で
価
値
の
高
い
学

び
の
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○�

地
域
学
校
協
働
本
部
を
中
心
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

○�

大
石
田
か
る
た
大
会
を
一
層
工
夫
し
て
、

町
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

○�

駒
籠
楯
跡
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
国
指
定

の
史
跡
認
定
を
受
け
る
よ
う
準
備
を
進
め

ま
す
。
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令和５年度　大石田町当初予算

「心豊かに幸せ感じるまち」を目指して

５０５０億億７,０００７,０００万円万円

５０億７,０００万円

１９億３，８７０万円

一般会計当初予算

令和５年度当初予算が議決されましたので、その概要をお知らせします。
一般会計予算は５０億７，０００万円で、前年度当初予算と比較すると２，０００万円の増となりました。

　福祉・医療、教育、道路整備などの基礎的な行政サービ
スを行っていくための会計です。行政の主な事業はこの予
算によってまかなわれています。

　特定の事業を特定の収入でまかなう会計のことで、収支
を明確にするために、一般会計から独立したものとなって
います。大石田町では５つの特別会計があります。

前年度比＋０．４％

前年度比－０．２％

歳入における前年との比較

一般会計および特別会計当初予算性質別にみる一般会計の歳出

地方交付税：全国どの自治体でも一定の行政サービスが提供できるように、国が財政状況に応じて配分するお金。
国・県支出金：�国や県が使い道を決めて支出する補助金、交付金や負担金などのこと。
繰　入　金：積み立てていた基金などから予算に繰り入れるお金。
町　　　債：町が銀行などから借りるお金。
その他収入：町の土地などを利用したときの使用料のほか、諸収入や寄付金など。
公　債　費：過去に町が借りたお金（町債）を返すための費用。一般会計歳出の円グラフ「借金の返済に」の項目。

用　語　解　説

歳出における前年との比較

一般会計歳入
５０億７，０００万円

一般会計歳出
５０億７，０００万円

町　税町　税
５億３，７１７万円５億３，７１７万円

（１０．６％）（１０．６％）

議会の運営に議会の運営に
７，３２２万円（１．４％）７，３２２万円（１．４％）

行政の運営に行政の運営に
１２億１，５２８万円１２億１，５２８万円

（２４．０％）（２４．０％）

福祉に福祉に
１１億３，１４０万円１１億３，１４０万円

（２２．３％）（２２．３％）

農林業の振興に農林業の振興に
２億２，２４４万円（４．４％）２億２，２４４万円（４．４％）

商工業の振興に商工業の振興に
５，４６０万円（１．１％）５，４６０万円（１．１％）

道路・住宅・除雪に道路・住宅・除雪に
４億７，２０６万円４億７，２０６万円

（９．３％）（９．３％）

安全な町に安全な町に
２億６，３７２万円２億６，３７２万円

（５．２％）（５．２％）

学校・生涯学習学校・生涯学習
・スポーツに・スポーツに

５億４，２９０万円５億４，２９０万円
（１０．７％）（１０．７％）

借金の返済に借金の返済に
６億７，５００万円６億７，５００万円

（１３．３％）（１３．３％）

その他その他
１，８１４万円（０．４％）１，８１４万円（０．４％）

健康づくり・きれいな町に健康づくり・きれいな町に
４億１２４万円（７．９％）４億１２４万円（７．９％）

地方交付税地方交付税
２２億２，０００万円２２億２，０００万円

（４３．８％）（４３．８％）

国・県支出金国・県支出金
７億２，６００万円７億２，６００万円

（１４．３％）（１４．３％）

繰入金繰入金
７億７，７２３万円７億７，７２３万円

（１５．３％）（１５．３％）

町　債町　債
２億１６５万円２億１６５万円
（４．０％）（４．０％）

その他収入その他収入
６億７９５万円６億７９５万円
（１２．０％）（１２．０％）

歳入

歳出

一般会計

特別会計

一般会計・特別会計　令和５年度当初予算額

区　分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

町　税 ▲ ５６６万円 （▲ １．０％）
５億 ４，２８３万円

地　方
交付税

▲ ３，９００万円 （▲ １．７％）
２２億 ５，９００万円

国・県
支出金

▲ ５，２０６万円 （▲ ６．７％）
７億 ７，８０６万円

繰入金 １億 ３４７万円 （１５．４％）
６億 ７，３７６万円

町　債 ３，１６５万円 （１８．６％）
１億 ７，０００万円

その他
収　入

▲ １，８４０万円 （▲ ２．９％）
６億 ２，６３５万円

区　分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

議会の運営に ▲ ２９７ 万円（▲ ３．９％）
７，６１９ 万円

行政の運営に ３，７５８ 万円（３．２％）
１１ 億 ７，７７０ 万円

福祉に ▲ ４，１８４ 万円（▲ ３．６％）
１１ 億 ７，３２４ 万円

健康づくり・
きれいな町に

２，１３８ 万円（５．６％）
３億 ７，９８７ 万円

農林業の
振興に

▲ ２０８ 万円（▲ ０．９％）
２億 ２，４５２ 万円

商工業の
振興に

１，１０１ 万円（１２．５％）
４，３５９ 万円

道路・住宅・
除雪に

▲ ３，２６３ 万円（▲ ６．５％）
５億 ４６９ 万円

安全な町に ４，５２１ 万円 （２０．７％）
２ 億 １，８５１ 万円

学校・生涯学習・
スポーツに

６，６４０ 万円 （１３．９％）
４ 億 ７，６５０ 万円

借金の返済に ▲ ８，２０４ 万円（▲ １０．８％）
７ 億 ５，７０４ 万円

その他 ２８ 万円 （０．１％）
１，７８６ 万円

人件費：職員の給与など
　１０ 億 １，１３５ 万円（前年比 １．８％）
扶助費：障がい者支援や医療費助成など
　５億 ４０９ 万円（前年比▲ ５．９％）
公債費：過去の借入金の返済にかかる費用
　６億 ７，５００ 万円（前年比▲ １０．８％）　　
行政運営費：事業実施の事務経費や施設管理費用など
　２０ 億 ６，３６８ 万円（前年比 １．６％）　　
施設等整備費：施設や道路などの整備にかかる費用
　３億 ７，９９２ 万円（前年比 ２５．９％）　　
繰出金：一般会計から特別会計等に支出する費用
　４億 ３，５９６ 万円（前年比 １．０％）

区　分 予算額 増減率

一　般　会　計 ５０ 億 ７，０００ 万円 ０．４％

特
別
会
計

国民健康保険 ７億 ７，９３０ 万円 ▲ １．４％

次年子簡易水道 １，１００ 万円 ４０．１％

農業集落排水事業 ８，５４０ 万円 ▲ ９．９％

介護保険 ９億 ６，０００ 万円 ▲ ０．２％

後期高齢者医療 １億 ３００ 万円 ▲ ２．４％

計 ７０ 億 ８７０ 万円 ０．２％
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令和５年度一般会計 予算の主な使いみち
－Key uses of our budget－

　ここでは、令和５年度一般会計予算の
主な使いみちを紹介します。

（単位：千円）

議会の運営に（議会費）

議員行政調査事業 まちづくりの参考にするために他都市の行政視察を
行うための費用 １，３３７

行政の運営・まちづくりに（総務費）
ふるさと応援基金事業 ふるさと応援感謝便等のための費用 ４９８，４３１
移住・定住促進事業 貸出用小型除雪機購入、結婚新生活支援など ２０，８４５
地域おこし協力隊事業費 地域おこし協力隊の活動費用（７人） ２６，８０７
空き家対策事業 空き家バンク活用促進や危険空き家対策の補助金など ５，１４５

各種選挙費 大石田町長選挙、町議会議員選挙、山形県議会議員選挙
に関する費用 ３３，４６６

各種統計調査費 経済センサス、住宅・土地統計調査などに関する費用 ３９９
新型コロナウイルス感染症対応事業 中小企業災害等支援保証料補給・利子補給金 １５，５０７
コンビニ・スマホ収納事業 税金のコンビニ・スマホ収納に係る手数料 ４３４

福祉に（民生費）
暖房費助成事業 冬期間の高齢者世帯への暖房費助成 １，５００
身体障がい者自立支援給付事業 身体障がい者への介護費用の給付金など ６４，９８７
知的障がい者自立支援給付事業 知的障がい者への介護費用の給付金など １１３，２１０
一人暮らし高齢者等除雪費助成金支給事業 一人暮らしの高齢者への除雪費助成金 ４，９０９
子育て支援医療給付事業 高校生までの医療費無料化に関する費用 ２２，２３８
在宅保育支援助成金支給事業 在宅保育支援助成金の支給のための費用 １，３８０
入学準備金支給事業 入学準備金の支給のための費用 ２，０５０
児童手当支給事業 児童手当支給のための費用 ６８，２９０

出産祝金事業 出産祝金として、第１子５万円、第２子 １０ 万円、
第３子以降 ２０ 万円をそれぞれ交付 ２，５００

農林業・商工業の振興に（農林業水産事業費＋商工費）
農業次世代人材投資資金事業 新規就農者の支援に関する費用 ３，０００

元気な新規就農者支援事業 就農５年以内の新規就農者が農業機械等を購入する
際に購入費用の１／２を補助 ５００

新規就農者定住促進支援事業 ５０ 歳未満の新規就農者の家賃を一部補助 ７５
多面的機能支払交付金事業 農業の多面的機能維持・発揮のための活動を支援 ５７，００９
環境保全型農業直接支払交付金事業 環境にやさしい農業を実践する農業者に対する助成 ６，９１０
生産調整推進対策事業 米の需給調整推進に関する費用 １０，９１２
中小企業緊急災害等対策利子補給事業・
中小企業少額融資制度等保証料補給事業

中小企業緊急災害等対策利子補給金・中小企業少額
融資制度等保証料補給金 １５，５０５

商工業活性化支援事業 プレミアム商品券発行のための補助金など ９，６５０
資格取得支援事業 就業やスキルアップのための資格取得支援補助金など ４５０
大石田まつり関連事業 大石田まつり負担金 ６，０００

学校・生涯学習・スポーツに（教育費）
統合小学校設計事業 統合小学校設計事業に関する費用 ４６，８７９
教育振興費 小中学校の備品購入やパソコン賃貸借料など ３１，０７３
図書館関連事業 町立図書館運営に関する費用 ２０，２２２
総合型地域スポーツクラブ事業 総合型スポーツクラブの運営に関する費用 １，０００
町民大学開催事業 町民大学開催に関する費用 ６４９
生涯学習自主企画事業 生涯学習自主企画運営に関する費用 ８，３６２

健康づくり・きれいな町に（衛生費）
新型コロナウイルスワクチン接種事業 新型コロナウイルスワクチン接種に関する費用 １０，４８０
骨髄移植ドナー助成事業 骨随移植ドナーに対する助成 １４０

予防接種事業 中学生までのインフルエンザワクチン接種など
予防接種のための費用 １２，０８１

健康マイレージ事業 達成者へのプレミアム券交付などの費用 ４８
健康増進事業費（がん検診事業） 各種がん検診の助成金など １２，２１３
尾花沢市大石田町環境衛生事業組合負担金 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合への負担金 ２４７，０９８

道路・住宅・除雪に（土木費）

道路除雪費 町道等の除排雪や設置済み流雪溝の維持管理費用、
除雪機械購入費用など １６１，７４２

地域優良賃貸住宅家賃低廉化事業補助金 地域優良賃貸住宅の家賃補助に関する費用 ８，６４０
住宅セーフティネット家賃低廉化事業補助金 住宅セーフティネットの家賃補助に関する費用 １，４４０
住宅リフォーム支援事業 住宅リフォーム支援事業の補助金 １２，９００

安全なまちに（消防費）
水中ポンプ点検整備事業 排水用水中ポンプの点検整備に係る費用 ４８２

災害情報等一斉配信事業 災害情報等をメールや ＬＩＮＥ、緊急情報メール等で
配信するための費用 ６６０
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工夫したポイント工夫したポイント

工夫したポイント工夫したポイント

工夫したポイント工夫したポイント

工夫したポイント工夫したポイント

雪灯ろう
コンテスト
結果発表

審査員による厳正な審査の結果、
入賞作品が決定しました！

還暦祝いのミッフィー

出た！出た！ネコのバス

／齋藤民弥さん（豊田）

／竹谷成生さん（坂ノ上）

工夫したポイント工夫したポイント

　ミッフィーの特徴の長～い耳です。

　愛嬌のある表情を心がけました。

胸元のろうそくで夜も目立ちますね！

特選

入選

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

Sno
w Lan

tern Contest

Announcement of R
esu
ltsドキンとしない！させない！ 安全運転を

／芳賀芳明さん（緑町）

　晴天で雪が解けて日中の作業が困難でした。夕方
近くに再開して、急いで仕上げました。

　雪灯ろう街道の開催にあたり、家庭や地域の
皆さんなど、多くの皆さまからご協力いただき
ました。大変ありがとうございました。

▶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　
雪
灯
ろ
う
を
制
作
す
る

　
北
村
山
高
校
の
皆
さ
ん

■大石田町雪灯ろう街道実行委員会事務局
　産業振興課　商工観光グループ
　☎３５－２１１１（内線１４６）

入選

大石田からネコバスに乗って
どこ行くの。

／青木貴生さん（愛宕町）

　ネコバスがいたら、実物はこのくらいの大きさかな。
世界中どこにでも自由に行ける楽しさをイメージしな
がらつくりました。

佳作

にこちゃんうさぎ・
ピンクうさぎ・新幹線

／大石田南小学校

　全校児童で協力して作りました。造形や色の付け方、
ろうそくの置き方などを工夫しました。

応募作品はこちら
から確認できます

佳作

工夫したポイント工夫したポイント

ユニバから飛んできた
ミニオン
／八鍬和恵さん（上ノ原）

　型枠を組んで雪を入れ、そこから削り出し
て制作しました。遠くから見ても立体感が出
るように工夫しています。

佳作
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ニュース玉手箱

３ 年 ぶ り の 開 催
みんなでモッシェコンサート

大 中 で 立 志 式
２ 年 生 が 将 来 の 夢 語 る

んなでモッシェおーいしだ盛り上げコン
サート２０２３が、２月１９日（日）に虹のプラザ

「なないろホール」で行われました。モッシェコ
ンサートは、平成２９年度に虹のプラザオープン記
念イベントとして町が（一社）モッシェやまがた
（若草恵代表）に委託し、開催したのが始まりです。
感染症が拡大するまでは、毎年開催されており、
町内外から毎回多くの観客が訪れています。
　当日は３３５人の観客が訪れ、会場がほぼ満席と
なり、久しぶりの賑わいを見せました。ゲストアー
ティストのほか、大中吹奏楽部の演奏や南小５年
生児童の大黒舞の披露が行われ、会場は大いに盛
り上がっていました。

じっこひな祭りが、２月２８日（火）ににじっ
こひろばで行われ、親子１２組が参加し、子

どもたちの成長を祝いました。
　この日は、子どもの顔写真を使ってお内裏様と
お雛様を手作りする「おひなさま工作」のほか、
職員によるアニメ主題歌の生演奏やクイズ大会な
ど様々な企画が催されました。

▲�にじっこ
　ひろばへの
　アクセスは
　こちらから

え年で１５歳を祝う元服にちなんだ立志式が、２月２２日
（水）大石田中体育館で行われ、２年生４５人が参加し

ました。同校では、生徒の自立心を育むため毎年立志式を開
催しています。立志式は２部構成で行われ、最初に、生徒に
よる決意表明が行われました。金村裕之校長が「人生は挑戦
の連続です。これまでの皆さんの人生経験をフルに使って、
新しい一歩を踏み出す決意を見せてください」とあいさつす
ると、２年生４５人がそれぞれ「甲子園野球に出場したい」や

「切磋琢磨して学業やスポーツをがんばりたい」など、今後の生き方や将来の夢を発表しました。
　第２部では、ソチオリンピック日本代表選手のウイリアムソン師円さんを招いた講話が行われました。
師円さんは昨年一線を退き、タカミヤホテルで働きながら、母校の山形中央高校スケート部の指導に携わ
り、選手の育成に力を入れています。講話は「目標達成に向けて」というテーマで行われ、師円さんが自
身の挫折や成功体験などの経験を通して気付いたことが語られました。
　参加した早坂勇介さんは「これからの人生で壁に当たった時は、師円さんの講話を思い出してがんばり
たいです」と話していました。

数

み に

子どもの成長みんなで祝う
に じ っ こ ひ な 祭 り を 開 催

　にじっこひろばでは、お子さんの
一時預かりのほかにも、絵本の読み
聞かせや工作などを行う毎週水曜日
のクラブ活動や年中行事イベント等
楽しいイベントを開催しています。
　ぜひ遊びに来てください。

食生活改善推進員連絡協議会が
町に食育関連の本２６冊を寄贈

生活改善推進員連絡協議会（長沢依子会長）
が、２月２７日（月）に役場を訪れ、食育関連

の本２６冊を寄贈しました。同会では「子どもたち
の食育に役立ててもらいたい」との思いから、令
和元年以降、毎年町に食育関連の本を寄贈してお
り、今年で４回目になります。
　寄贈にあたり、長沢会長は「特に子育て中のお
母さんに読んでほしいです。若い人に興味を持っ
てもらい食改に入ってくれる人がいると嬉しいで
す」と話していました。
　寄贈いただいた本は、町立図書館で読むことが
できるほか、貸出も行っています。
　大変ありがとうございました。

食

北村山高校そばガールズが
手作りの裁縫針刺しを寄贈

村山高校家庭クラブ活動の「そばガー
ルズ」の菅野凜さん、菅野律さん、加

藤奏絵さんの３人が２月２１日（火）に南小と役
場を訪れ、手作りの針刺しを寄贈しました。
そばガールズでは、小学５年生から家庭科で
裁縫授業が始まることから、４年生児童全員
に手作りの針刺しをプレゼントしています。
針刺しは、ＳＤＧｓを意識して裁縫で使用した
布の端切れやペットボトルのキャップなどを
活用して作られたものです。布の絵柄やリボ

もしかクラブ修了式が、町内３つの保育園
で行われました。今年度は、横断歩道を安

全に渡るためのストップのお約束や、ダミー人形
を使ったダンプとの衝突実験、職員による交通安
全の寸劇など、園児は様々なことを学びました。
　今後も交通安全のお約束をしっかり守って、交
通事故にあわないように気を付けましょう。
　ご家族の皆さんもご協力をお願いします。

か

北

ンの色味をバランス良く仕上げるため、メンバーで意見を出し合って作られました。
　針刺しの寄贈は教室で行われ、３人は「使ってくれると嬉しいです」と児童に手作りの針刺しを手渡し
ました。
　針刺しを受け取った髙橋蓮さんは「とっても嬉しいです。自分だけの、世界で一つの人形を作ってみた
いです」と話していました。

交通安全のお約束忘れないでね
か も し か ク ラ ブ 修 了 式 を 開 催
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まちとしょまちとしょ

　長い冬を越え、そろそろ春が来ます。動物や虫、草花も活動的になる季節です。
わたしたちも、これまで我慢していた外遊びをしたり、行きたかったあの場所に出かけてみませんか？

〜大石田町立図書館　information〜

まってるよ！

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？ 新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WｅｂＯＰＡＣ）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

Web OPAC
PC・スマホ版

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《４月の休館日》６日（木）、１３日（木）、２０日（木）、２７日（木）

※紹介文・書誌情報は「TRC MARC」より引用しています。すべて町立図書館蔵書。

『戦国家臣団　最強２８家２６１人』
（矢部 健太郎∥監修　宝島社）

　イノベーションがカギを握る最強の戦
国家臣団とは！？門閥より能力を優先し
た徳川家臣団、機能的かつ厳格な構成の
武田家臣団など、最強２８家２６１人の勇将・
智将・軍師を紹介。主従関係から合戦時
の編成まで徹底図解する。

『全国温泉大全』
（松田 忠徳∥著　東京書籍）

・『おいしい道の駅ドライブ 東北 ［２０２２］』（昭文社）

・『世界の外あそび学じてん』（こどもくらぶ∥編さん　今人舎）

・『キャンプと楽しむ釣り入門』（つり人社書籍編集部∥編　つり人社）

・『るるぶあそんでおぼえるおでかけマナー　週末編』
（しみず だいすけ∥著　遠藤 利彦∥監修　ＪＴＢパブリッシング）

『家族でテキ屋をやっていました』
（高里 杏子∥著　彩図社）

　テキ屋はどんな組織なのか。扱う商品
は誰が決めるのか。どれくらい儲かるの
か。商売の縄張は…。テキ屋の娘として
生まれ育った著者が、自身の半生を振り
返りながら、テキ屋のリアルを綴る。

『うたのかいせつずかん』
（野口 義修∥監修　ライトスタッフ∥編

ほるぷ出版）
　「アイアイ」「月の沙漠」「手のひらを
太陽に」…。なんとなく覚えて歌ってい
た、うたの意味や世界をイラストや写真
とともに紹介。歌詞の中で書かれている
ことがらや、難しい言葉などもくわしく
解説する。

　これまでに４０００以上の温泉に浸かっ
た温泉教授がおくる、湯めぐりバイブ
ル。入浴作法や外湯めぐり、泉質や効
能など、「温泉場」を楽しむ極意を伝
える。全国の温泉施設を７００軒以上掲載。
データ：２０２２年９月現在。

『方舟』
（夕木 春央∥著　講談社）

　地震によって山奥の地下建築に閉じ込
められた柊一たち。水が流入しはじめ、
地下建築の水没までおよそ１週間。地下
建築から脱出するためには、９人のうち
誰か１人を犠牲にしなければならない。
そんななか、殺人事件が起こり…。

『７５歳からやめて幸せになること』
（和田 秀樹∥著　大和書房）

　自分の人生無理せず、あとは好きなこ
とだけをしよう！医者の言いなりをやめ
る、地味な格好をやめるなど、７５歳を機
に可能な限り老いを遅らせるために「や
めた方がいいこと」を、大きな文字でわ
かりやすく伝える。

『みてみて！パンダのあかちゃん』
（大塚 健太∥作　しろさめ∥絵
今泉 忠明∥監修　岩崎書店）

　生まれたばかりのパンダは、模様がな
くてピンク色。お母さんはとても大切に
世話をします。やがて模様も出てきて、
よちよち歩きを始め…。パンダの赤ちゃ
んがひとり立ちするまでの成長過程を、
ストーリーでやさしく伝える絵本。

『お・で・か・け！』『お・で・か・け！』４月の中央展示４月の中央展示

ニュース玉手箱

夕方６時の時報をリニューアル
大石田を感じる新しい４曲に

園児が絵本や紙芝居を楽しむ
保育園で絵本などを読み聞かせ

木 村 里 美 さ ん が
塩釜甚句全国大会で優勝

の度、夕方６時の時報をリニューアルしま
した。新しく放送しているのは、音楽家の

小畑亮吾さんが制作した４曲です。小畑さんは大
石田ＡＩＲでたびたび町を訪れており、「夕刻のヴァ
イオリン弾き」や「空っぽ温泉コンサート」など
を行いながら、季節ごとに変化する大石田オリジ
ナルのメロディを生み出しました。メロディは、
３か月毎に切り替える予定で、４月からは春のメ
ロディに切り替えられる予定です。
　３月１０日（金）には、虹のプラザ「エントランスホー
ル」でリニューアル記念ミニコンサートが行われ、小
畑さんの生演奏や地域おこし協力隊の大橋隊員のダン
スが披露されました。ヴァイオリンの流麗な旋律とダ
イナミックなダンスに来場者は見入っていました。

本や紙芝居の読み聞かせが、２月２７日（月）
にふたば横山保育園で行われ、園児１３人が

参加しました。これは、町立図書館が定期的に実
施しているもので、司書などが保育園を訪問し、
園児に絵本の読み聞かせを行っています。
　この日は、司書による絵本の読み聞かせのほか、
鷹巣絵本読み語りの会（鈴木紀恵代表）のメンバー
による絵本や紙芝居の読み聞かせも行われ、メン
バーの表情豊かな読み聞かせに、園児たちは目を
輝かせながら、聴き入っていました。

の度、木村里美さん（下宿・黒滝）が、
２月２６日（日）に宮城県塩釜市で開催

された「第２２回塩釜甚句全国大会」の一般
の部に出場し、優勝されました。同大会の
一般の部は、今回、全国から１０１人が出場し、
入賞はもちろん、予選を通過するのも難し
い狭き門の大会となっています。
　これを受けて、２月27日（月）に里美さん
や父の和夫さん、母のえよ子さんなどが役
場を訪れ、村岡町長と髙橋副町長、本多教
育長に大会結果の報告と今後の意気込みを
語りました。
　大変おめでとうございます。木村さんの
今後益々のご活躍を応援しています。

こ

こ 絵
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　令和５年４月から、全ての自転車利用者
に対して乗車時のヘルメット着用の努力義
務が課されます。
　自転車に乗る時は、ルールを守って安全
安心に利用しましょう！

※写真は、渡辺和秋代表取締役（写真中央）
　と渡辺尚専務取締役（写真左）

▲�「伐採実演や講義などを通し
て林業に魅力を感じてもらえ
たなら嬉しいです」と話す
　星川さん

星 川 良 一 さ ん（ 鷹 巣 ３） が星 川 良 一 さ ん（ 鷹 巣 ３） が
日本森林林業振興会会長表彰受ける日本森林林業振興会会長表彰受ける

　地域おこし協力隊、末石です。
　３月１５日の協力隊活動報告会には多くの方にご参加いただきましてありがとうございました。
　活動報告会でもお伝えしたように、４月１日より大石田のオリジナル缶バッジが発売となります。
「黒猫」×「春夏秋冬」×「祭り」×「大石田のスポット」を掛け合わせた可愛いデザインの缶バッジ
です。大石田駅売店をはじめ各所で販売しますので、ご興味のある方は一度手に取ってみてください。
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１，００１１，００１

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム

Instagram もチェック
してみてくださいね！

今月のポイント

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時４月

日 当番医院名 電　話

２日（日） 尾 花 沢 病 院 （２３）３６３７

９日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク （３５）２０２１

１６日（日） さかえクリニック （５３）８１８１

２３日（日） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク （２３）３３５０

２９日（土） 加 藤 ク リ ニ ッ ク （２２）９８７７

３０日（日） 後 藤 医 院 （３５）２０３４

家族の健康管理に気をつけて

４月の主な行事予定
日 行　事　予　定

３㈪ ふたば保育園・ふたば横山保育園入園式／午前１０時／各保育園
母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

４㈫ 大石田保育園入園式／午前１０時／大石田保育園

７㈮ 町内小学校入学式／午前１０時／各小学校
大石田中学校入学式／午後１時３０分／大石田中学校

１２㈬ 心配ごと相談／午後１時３０分～午後４時／社会福祉協議会
行政相談／午後１時３０分～午後３時３０分／虹のプラザ「小会議室」

１３㈭ 狂犬病予防注射（田沢・小菅・横山・役場）

１４㈮ 狂犬病予防注射（大浦・豊田・海谷・鷹巣）

１７㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

２９㈯ 春季消防大演習／午前９時／尾花沢市消防署大石田分署ほか
（雨天の場合はクロスカルチャープラザ）

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ 日目日目
（３月１５日現在）

●発生件数　２件　　（−１件）
●負傷者数　２人　　（−１人）
●死亡者数　０人　　（±０人）

※（　）は前年比

（令和５年１月１日～３月１５日）
大石田町の交通事故発生状況

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

れ
た
も
の
で
す
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大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町への寄付・採納
～温かい善意をご紹介します～

山形化成株式会社 様

３００，０００円
子ども・子育て支援に

温かい善意、
大変ありがとうございました。
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総
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〒999–4112　
山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町
緑
町
1番
地

☎　　　　
0237–35–２１１１　

FAX　0237–35–2118

◆日時／４月２日（日）　①午前１１時～　②午前１１時３０分～
◆曲目／うれしいひなまつり　など　◆出演／琴音サークル
※４月２日（日）は資料館入館無料です。ぜひお越しください。

【４月２日（日）に和琴演奏会を開催します】

◇
印
刷
／
大
場
印
刷
㈱

「
広
報
お
お
い
し
だ
」
の
文
字
書
体
は
誰
に
で
も
読
み
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
書
体
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

町の人口 令和５年３月１日現在

世帯数 ２，２４６戸 （＋１）

総人口 ６，３０１人 （－１３）

男 ３，１３５人 （－５）

女 ３，１６６人　 （－８）

（2月中の異動）
出生　０人 転入　１０人
死亡　１３人 転出　１０人
※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：０２３７-４８-８４４４

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

防災情報などを
受け取ることができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡３５-２１１１（内線２１８）

　資料館で開催している「大石田雛人形展」には江戸時
代の享保雛が複数展示されています。江戸期の雛人形の
中でも古い様式を持つ享保雛ですが、それ以前の時期に
作られ、おそらく町内に残る雛人形としては最も古いの
が今回ご紹介する「元禄雛」です。
　元禄雛は「古式享保雛」と呼称されることもあり、基
本的なフォルムは享保雛と似通っています。卵型の頭部、

おおいしだものがたりおおいしだものがたり別冊
〜資料館資料編〜〜資料館資料編〜 ■「大石田雛人形展」より

「大石田雛人形展」は
４月２日（日）まで
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二単風の打掛や綿を入れて膨らませた

袴など、享保雛に顕著な特徴は既に元禄雛に表れています。一方男雛が両
腕を左右に広げるポーズは、後の雛には見られなくなるものですが、これ
はひな祭り行事のルーツともいえる「流し雛」が典拠だと考えられていま
す。はじめ川へ流す紙製の形
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」人形へと変化していきました。そして上半身はそのままに下半身が座

姿になったのが元禄雛というわけです。このことは立雛から座
すわりびな
雛へ移行したごく初期の段階に位

置するのが元禄雛であり、現在まで続く座雛の源流につながる存在であることを示しています。
　さらに享保雛や古今雛と比較してみましょう。享保雛以降、頭部には植毛がなされるようになり
ますが、元禄雛では毛髪部を黒く塗ることで済ませています。その頭部に男雛は烏

え
帽
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を付け、女

雛には宝冠がありません。これは紛失してしまったのではなく、はじめから無かったものです。と
いうのも、男雛の烏帽子が着脱可能な付属部品ではなく頭部と一体になって成形されていることから、
女雛も元から宝冠なしで制作されていると想定できるのです。また、享保雛や古今雛ではまぶたを
立体的に盛り上げ、さらに眼球部を彫り込んだ中に瞳を描き入れるという技巧が施されるのに対し、
元禄雛では平面に直接まぶたと瞳を描くため凹凸の無い扁平な仕上がりとなっています。
　その他にも全般的に小作りで衣装が細部までは作り込まれないなど、享保雛・古今雛に比べて
元禄雛は簡易的ですが、このようなゆるさや柔らかさが、元禄雛特有の素朴な可愛らしさにつな
がっているともいえます。それはまた、雛人形が鑑賞目的の工芸となっていく以前の子どもの遊
びの「お人形」としての性格を残しているからなのかもしれません。このように元禄雛は、雛人
形がその文化とともに発展していく過渡期の様相を示す貴重な資料なのです。
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